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速流から低速流までの様 な々 3 次元的な流動の測定、
解析ができるようになり、幅広い分野での利用、特に、
毛細血管を流れる血流（赤血球をトレーサとする）や
細胞内外の流れに関する研究などへの応用が期待さ
れる。
トピックス4 微小領域における流体の動きが3次元で測定可能な新技術
　微小空間で立体的経路をとる流体の流れを解析するには、流速の 3 次元的な計測が必要である。従
来の測定法では、ある瞬間における流速分布は、実用上ひとつの断面上でしか測定できず、高精度の
3 次元計測は困難であった。東京大学生産技術研究所、ウシオ電機（株）、西華産業（株）の研究グループ
は、デジタルホログラフィック顕微鏡と高精度のデジタルホログラム解析アルゴリズムを組み合わせ
て、微小空間内の粒子のある瞬間の正確な位置検出とその位置における流速測定を可能にする技術の開
発に成功した。微小スケールにおける様々な 3 次元的流動の測定・解析によって、幅広い分野での利用、
特に毛細血管を流れる血流や細胞内外の流れに関する研究などへの利用が期待される。
図表　開発中のデジタルホログラフィック顕微鏡
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